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 ハンガリー語はヨーロッパの中央にある国，ハンガリーで話されている言語ですが，

周辺の国々で話されているヨーロッパの言語の系統であるインド・ヨーロッパ語族と

異なり，ウラル語族フィン・ウゴル語派に属する言語です。言語の系統が異なるとい

うことは簡単にいうと互いの文法的特徴がずいぶん違うということになります。同様

に，日本語とヨーロッパの言語，例えば英語やドイツ語，フランス語，スペイン語，

ロシア語などを比べると，それは大変異るものであることは一目瞭然です。したがっ

て，日本語とハンガリー語はヨーロッパの言語から見れば異なるもの同士といえま

す。 

 この異なるもの同士にはよく似ている文法的特徴もありますが，似ていないところ

もあります。似ているものでは，日本語の助詞（てにをは）に相当するものがハンガリ

ー語にもあります。一方，似ていない点を挙げると，日本語ではよく使う受け身文で

すが，ハンガリー語では同様の受け身文を使いません。こうした相違点を解説しなが

ら，ハンガリー語の文法について深く考えていきたいと思います。 


